
240. 長浜市保多町

上寺地遺跡、出土埴輪の紹介

1. 茶臼山古墳 に

3.平成 8年度発見の方墳

4.上寺地遺跡埴輸出土地

平成 7年度の県営ほ場整備事業に伴う調査において

5世紀前半から中葉()11西編年IV期)の埴輪が出土し

た。出土地点は長浜市保多町字仮海道で『平成 2年度

滋賀県遺跡地圏jでは空白地となっているが、平成 8

年度の調査において北東約500mの塩龍前字神塚で一

辺約 3mの方墳が検出されており、その周溝内から向

型式と思われる円筒埴輪が出ことしていることから、上

寺地遺跡の範囲内であると考えられる。

上寺地遺跡は横山丘陵の西側に位置し、付近には茶

臼山古墳・垣篭古墳・ 111ノ鼻吉壌・龍ヶ鼻古墳群など

が存在する。平安時代の寺院跡として周知されてきた

が、平成 6・7年度の調査で弥生時代後期から古墳時

代後期の竪穴住居等が検出されている。旧流路等から

平瓦等も出ことしているが、現在までのところ直接寺院

跡として確認できる遺構は検出されていない。

埴輪は、田面堅商工事に伴う試掘調査トレンチT134

から出土したものである。試掘調査という調査の性格

と吉墳の周溝内に落ちこんだ遺物であろうという調査

者の予断からその大半を取り上げてしまったため詳細

な出土状況の報告は困難であるが、墳丘規模の確認の

ため再度掘削を行ったところ、埴輪は長軸約105m、短

軸約100mの隅丸方形状の土拡からの出土であり、古墳

に伴うものではないことが確認された。検出商からの

残存する深さは約Oo15mを測るが、埴輪の出土したレ

ベルを考えると少なくともOo3m以上の深さがあった

と考えられる。

出土した埴輪は、現在報告書刊行に向けて整理作業

を行っている最中であるため以下に記す埴輪の種類・

個体数は今後前正の可能性があるが、その総量は収納

用コンテナ約10籍を数える。現在確認されているもの

は無黒斑の、円筒埴輪@朝顔形埴輪・意形埴輪・叢形

埴輪等で、須恵質のものが多く含まれており、窯によ

って焼成されたものであると考えられる。

円筒埴輪は、少なくとも10僧体以上の存在が確認さ

れているが、そのうち 5個体がほぼ完形に復元された。

3突帯 4段構成で 2・3段目に円形の透かし穴をもつ

ものと、 4突帯 5段構成で 3・4段目に透かし穴をも

ち、日縁部外面に粘土帯をめぐらすものの 2種類があ

る。後者は 3，..，___5段自に朱が施されているが、今のと

ころ前者のタイプでは確認されていない。また、復元さ

れた 5個体すべてにヘラ記号が確認されるo13J.
1-0小 I~Jの 3 種があり..r~Jのみ捜数確認されていて

3突帯 4段構成・ 4突帯 5段構成の両方に存在する。製

作時の原形を保っていると考えられるものは l僧体の

みで、他は焼成時に大きく歪んで、おり、粗悪品である。

朝顔形埴輪は、 4個体以上あるが、復元されたのは

壷部の口縁のみである。頚部の破片も何点か確認され

ているが、日縁部はほぼ 1局するのに対し、それ以下

の部位についてはほとんど確認できないことから、当

初から口縁部のみ存在した可能性がある。内外面とも

朱が施されるが、 3偲体がほぼ原形を保つのに対し、

盾形埴輪
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残りの l個体は歪んでいる。

盾形埴輪は l個体出土しており、ほぽ完形に復元さ

れたのは長浜市内では初めての例である。 3突帯4段

構成の円筒埴輪とほぼ間程度の器高しかなく、居形埴

輪としては小型品である。外区には鋸歯文が刻まれ、

内区には菱形文が充填されるが、内区は 3列しか文様

帯がないため、左右対称にはならない。盾罰にのみ朱

が施される。

葦形埴輸は立ち飾りの一部が出土している。他にも

円筒埴輪とは考えられない破片が何点、か出土している

が、どのような形態をもつものか確認できていない。

以上、上寺地遺跡出土の埴輪について現在までの成

果を紹介した。これらの出土埴輪をどのような性格の

ものとしてとらえられるかについては現在検討中であ

るが、若干まとめてみたい。

上寺地遺跡出土埴輪についてまずいえることは、古

墳に伴うものではなく、土拡状遺構からの出土という

ことである。遺構内に配置される、あるいは麗棄され

る以前に古墳に樹立されていた可能性を100%否定す

ることはできないが、ほぽ完形に復充された 5僧体の

円筒埴輪のうち原形を保つものは 1個体のみで、残り

は焼け歪んだいわゆる不良品であること、また朝顔形

埴輸は 4個体が口縁部のみ 1周するのに対し頚部以下

の破片がほとんど存在せず、その中に I儒体の不良品

が混じっていること等から、古墳に樹立されていた可

能性は極めて低いと考えられる。しかし、埴輪窯で焼

成された後、出土地まで運ばれたことは確実である。

では何のために運ばれたのか。

ひとつの可能性としては、土士宮状遺構からの出土で

あることから、埴輪転用棺としての使用が考えられる。

ただ円筒埴輸の口径は、成人を納めるには狭く、子供

を締めるには出土叢が多いと思われる。もう 1つの可

能性として考えられるのは、窯場での選別には通った

ものの、古墳に樹立される際に不良品として廃棄され

た、いわゆる二次選別によりふるい落とされたという

ことである。今年度の調査で字神塚の地から同型式と

思われる埴輸をもっ古墳が検出されたことは、状況証

拠のーっとしてとらえられるだろう。いずれにしても、

現在では詳細な出土状況を知りえないため、可能性の

ーっとして示すにとどめておく。

上寺地遺跡では、今年度もほ場整備に伴う発掘調査

を継続中であり、前述した方壌を含めて既に 2基の埋

没古墳を発見している。 f近江田坂田郡志jにも、小字

名等から埋没古墳の存在する可能性が指摘されており、

長浜平野における古墳文化を解明するうえで重要な遺

跡である。今回紹介した埴輸を含めて、今後の調査の

成果が期待される。(稲葉隆宣)
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241. 小川原遺跡出土の模形石器について

一縄文時代後期初頭にみる技術革新の可能性一

小}l1原遺跡は、滋賀県犬上郡甲良町に所在し、縄文

時代後期初頭に帰属する、数十基の配石遺構を検出し

た西日本有数の遺跡である。今回は、正報告に先立つ

て、同遺跡において確認された石器、特にいわゆる‘模

形石器'について、若干の事実報告をしたい。

筆者は以前‘模形石器'について、 fいわゆる階段状剥

離は‘使用'によって生じたものである。jという前提条

件を設定した上で、 f模形若器は‘使用'によってその長

幡サイズの縮小化が進み、最終的に長幅 2'"""-'3cm前後

の大きさになった時点で放棄(あるいは寵葉)されるJ
という仮説を提示した。①なおこの仮説は、あくまで

縄文時代中期初頭に帰属する粟津第 3貝塚出土の模形

石器の観察に根拠をおいて設定したものであった。

さて、小川原遺跡出土の模形石器および関連資料の

内、典型的な資料の一部の実測函(図 1)を掲載し、

以下にその特徴等を簡単に示す。なお、遺物に付した

番号は、発揮調査時の取り上げ番号である。

804・62い 824・1232・435は、模形石器である。対

向する 2側禄(あるいは全側縁)に、階段状剥離を留

めている。 804は、粟津第 3員塚出土の資料に類似する

ものであり、側面にブアツシット状の剥離痕を留める

という属性を有する。 824・1232は、明らかに折断(切

断)剥片を素材として用いている。

1606.611は、小川原遺跡の正報告では、‘模形石器か

ら剥落した剥片(仮称)，として新たに器種設定する資

料である。いわゆる両極剥片として分類される資料に

類似した属性を有している。いずれも、背面上端に階

段状剥離を留める。なお、その詳細については、小川

原遺跡の正報告において述べる予定なので、そちらを

参照されたい。

951・1526は、いわゆる折断(切断)剥片の範轄とし

て理解しうる資料である。 951は、粟津第3貝塚出土の

資料(同報告においては刃部再生剥片として提示)に

類似する資料である。

今回図化した小川原遺跡出土の模形石器は、基本的

には前述の仮説に沿うものとして理解ができる。さら

に、この仮説を補足しうる資料として、長幅 5'"""-'6 cm 

をこえるような、大形の模形酒器(図 1: 435、側面に

ブアツシット状の剥離痕を留めていなしユ)が存在する

点、も、興味深い。

その一方で、、若干再検討しなければならない点、す

なわち縄文時代中期初頭の粟津第3貝塚出土の資料中

においては、認められなかった状況も確認している。

粟津第 3貝塚出土の模形石器は、その素材が残核ある





242. 湖北町大塚古墳群

大塚古墳群(図 1の 1)は滋賀県東浅井郡湖北町上

山田地先の山田山南麓に所在する。南西側約500mの小

谷山北麓には f文化財だよりJNo.199で報告した大岩古

墳群(図 lの2)がある。滋賀県教育委員会発行の『平

成 7年度滋賀県遺跡地図J(以下『地図J)によると、

大塚古墳群は「円墳10基、横穴式石室jとされるが、

現地踏査を試みたところ、現状では尾根上に 2基とそ

の北東側の竹林内に l基が確認されるにとどまった。

前者の 2基は大岩古墳群と同等規模の小規模な円墳で、

墳丘上には南側に関口する長方形状の凹部があり、横

穴式石室の存在を示唆している。斜面に築造されてい

るので、平地側からみると実際よりもかなり高い盛土

がなされているかのような印象を与える。後者の l基

は石室のみが露出したかのような状態にある。

以上の 3基に加えて、昭和48年頃までは尾根に続く

南側の水田中に、この古墳群中では最大規模の古墳 1

基が存在していた。地元の古老の記憶によると、墳丘

は円形を呈していたらしいが、盛土はかなり流出して

いたようで、墳丘上には 3畳敷きくらいの方形の石が

あり、大人がひとかかえする程の石材も五十数個はあ

ったという。明治30年頃には墳丘の北東側に開けられ

た「穴Jから「カワラケや万などJが出土し、子供の

頃はその[穴」から石室内に出入りできたという。

図2および写真 1に示した須恵器は、この消滅した

古墳から出土した。郎蓋 1の法量は口径11.7cm、器高

4.1cmを測り、杯、身 2は受部径12.2cm、器高4.0cm、高

杯 3は受部径12.2cm、脚部底径7.2cm、器高6.1cm、碗

4は口径11.2cm、器高5.8cmを測る。碗4の底部は丁寧

にヘラケズリし、坪身 1.杯葦 2の天井部および底部

は不調整である。これらの須恵器は正式な発掘調査に

よって出土したものではないが、一応ここでは蓋坪の

法量に注呂してTK209並行期を中心に考え、大岩古墳

群とほぼ同時期か、やや新しい時期と想定したい。

今後とも周辺地域の踏査を続けたいが、四郷崎古墳

群(図 1の4)と二俣古墳群(図 1の5'""'-'7 )につい

て若干の知見を得たので報告しておきたい。まず前者

については『地図Jに示された古墳群の東側で、横穴

式石室が露出した状態にある古墳 l基(図 lの3)を

新発見したということである。後者については『地図J
に示された石塚古墳を野上塚古墳(図 1の7)と訂正

し、これと天神塚古墳(図 lの6)の中間位置に二俣

古墳(図 1の5)を示して、石塚古墳とするのが正し

いということである(rほ場整備事業にともなう文化財

調査報告IIJ滋賀県教育委員会1975)0 (北村圭弘)
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図 i 大塚古墳群等の位置 図 2 大塚古墳群出土の須恵器
(s口 1/3)

写真! 大塚古墳群出土の須恵器
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